
来年パリで開かれる、 パーl､ナーシップを築いています。

例えば、アルザスヮイン委員会(CIVA)

は次回の見本市でアルザスのドメーヌの共

同出展ブースを兼ねて250nfの独自のパビ

リオンを設営することになっています。 また、

ブルゴーニュワイン委員会(BIVB)も今年1冊l

催された『ヴィノ・ヴィジォン」の展示ブー

スの3僻のスペースを予定しています。 さらに、

ポージョレ(UIVB)はクリュ・ポージョレー

の再評{IⅡiを訴えるために「ワイン・パリ」に

多くのドメーヌを送り込む予定で、バイヤー

にとって新しい製品の発掘のチャンスになる

と思います。

－海外からの出展状況はどうですか？

フエランテイ 10月末時点での出展申し込

は約14()()企業。最終的に2()()()企業を見

込んでいます。 そのうち海外出展企業は15

パーセント程度になるでしょう。

ワイン見本市として『プロヴァイン」がリーダ

ー的な地位を確立しつつあることを知って

いますが、 しばしば人|ﾊ1的なアクセスの限界

を超え、 l i大化しすぎているという声を聞き

ます。私たちは、あまり入場者がストレスを

感じない 11度の規棋にとどめたいと考えてお

り、出展荷ブースも地域的にまとめて配置し、

できるだけ入場者の負扣を軽減するよう配

慮するつもりです。

－会期中には、いろいろなイベントも企画

しているのでしょうか？

フェランティ これまでの見本市で培ってき

た経験を罐にして、オープンスペースでのフ

リーテースティング、テーマ別、解説付きの

マスタークラス、生産、販売現場の話題を

テーマにした講演会などを予定しています。

具体的な|ﾉ1容はホームページに掲城します

のでぜひチェックしてください。

また、パリはガストロノミーの都であり、各出

展者が兇本市会場の外でさまざまな料即

とワインの糸ll合せを楽しむ催しを|州催すると

思います。

今後、 『ワイン・パリ」は毎年定期開

催されるのでしょうか？

フェランテイ 「ワイン．パリ」の来年2019年

の開催と2020年の附催が決定しています。

一方、『ヴィニシュッド」については、 ラングド

ック、ルシヨンの生産家を中心に引き続き

地元で|ﾙl催したいという意向が強いです。

まだ、具体化していませんが、 ｜州催時期、

コンセプトを変えて新たな見本市を開催す

ることになるかもしれませんね。

最大規模のワイン見本市

｢ワイン・パリ」

2019年2月11日から13日の3日間、バリ市

内のボルト・ド・ヴェルサイユ展示会場でワ

イン見本市｢ワイン・バリ(WINEPARIS)』

が開催される。バリで開かれるワイン専門見

本市としてはこれまでで最大規模だ。出展企

業2000社、入場者2万5000人を予定して

いる。オーガナイズを担当するアデジオン・

グループのパスカル・フェランティさんに見

どころや概要を聞いた。 アデジオン・グループの責任者

パスカル・フェランティさん

－「ヴィニシュッド(VINISUD)」と『ヴィ

ノ・ヴィジオン(VINOVISION)」が合併し

て新しいワイン見本市「ワイン･パリ(WINE

PARIS)」が開かれることになった経緯を教

えてください。

フエランテイ 1994年から開樅されている『ヴ

ィニシュッド (VINISUD)』はラングドック、

ルーション、プロヴァンス、ヴァレドローヌ、

コルシカなどフランス|fi部の生産地域とスペ

イン、 イタリア、ポルトガルなど地中海沿岸

地域のワイン生産|玉lが一堂に会するプロ向

けのワイン見本市として注｜ ｜されています。

一方、昨年から始まった『ヴィノ・ヴィジオ

ン (VINOVISION)』はシャンパーニュ、ブ

ルコーニュ、 ロワール、アルザスなどフランス

北部のワイン地域を対象としたワイン見本

市です。 この二つの見本市を合わせ、 フラ

ンス全このワイン施地を|'il ll!fに紹介するこ

とでさまざまな相乗効果が生みだせると考え

ました。

また、 これまでフランスのワイン兄本市は

/'2産地に密着する形で|ﾙl{催されてきましたが、

アクセスが容笏なパリで|ﾙl催することで別の

インパクトを|､fった催しになるのではないかと

考えています。私たちがll 1当し2018年1()月

に|ﾙl催した| | |:界最大＃&膜の食IIIII1兄本市

｢SIAL」の入場者は34〃人に達し、そのう

ち80パーセントが国外からの来訪街でした。

パリの持つ脳i容吸リ|力は強力です。

さらにパリはl l l身界最大のワイン消fli地でllt

界のワインのキャピタルです。 ワイン専門見

本'ijの開催地としてパリは大変ふさわしい

と思います。

－どのような方たちに出展の要請をして

いますか？

フェランテイ iiにフランスのワイン生雌者に

呼びかけています。 もちろん、 フランスだけで

なく、 これまでIヴィニシュッドjに参ﾉjl lして

いるスペイン、 イタリー、ポルトガルにも川展

を依頼しており、 スペインはISEXが、 イタリ

ーはICEが1 | 1心となってナショナル・パビリオ

ンを設営します。さらに、 クロアチア、 リビア

など､からも11 1kI I Iし込みが入っています。

強洲したいのは、 このIワイン・パリ｡l は匡｜

際的なブランドを展開する大企業1 ' '心では

なく、各地域に根差した生産家、戟培家

を紹介することに主llRを侭いていることです。

「テロワールに根差したサロン」「フランスのワ

イン産地の多様性を即解してもらうサロン」「オ

リジンを大Ujにするサロン」であり、 それを

保,illiするために各地域のワイン委員会が主

樅|､11体のメンバーとして名を連ね、強固な

一
一
》

際

宙

前回の1.ヴィノ・ヴィジオン(VINOVISION) 』

『ヴィニシュッド(VINISUD)』の会場風景

text&photographsbyToshioMATSUURA(Paris)
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